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今
か
ら
約
５
年
前
に
、
湖

東
三
山
Ｓ
Ｉ
Ｃ
・
湖
東

三
山
館
あ
い
し
ょ
う
が
開
設
さ
れ

た
。
両
施
設
の
効
果
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

数
年
先
に
、
多
賀
町
に
新

た
な
Ｓ
Ｉ
Ｃ
設
置
が
さ

れ
る
よ
う
で
、
湖
東
三
山
Ｓ
Ｉ
Ｃ

の
乗
降
数
へ
の
影
響
が
考
え
ら
れ

る
。
湖
東
三
山
Ｓ
Ｉ
Ｃ
を
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
、
正

規
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
昇
格

さ
れ
る
動
き
は
な
い
か
。

湖
東
三
山
館
あ
い
し
ょ
う

は
、
日
頃
の
駐
車
台
数
が

少
な
く
、
人
気
が
な
い
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。
今
後
の
課
題
と
展

望
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

湖
東
三
山
Ｓ
Ｉ
Ｃ
付
近
に

は
、
宿
泊
施
設
が
な
い
。

ホ
テ
ル
の
誘
致
な
ど
先
を
見
据
え

た
議
論
が
必
要
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。
ま
た
、
観
光

客
誘
致
に
対
し
て
は
、
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

最
後
に
、
今
後
の
観
光
部

門
の
進
め
方
に
つ
い
て
、

町
長
に
尋
ね
る
。

　

湖
東
三
山
Ｓ
Ｉ
Ｃ
は
、
当
初
計

画（
２
３
０
０
台
／
日
）
の
約
２

倍
の
利
用
が
あ
り
、
湖
東
地
域
の

物
流
産
業
の
振
興
に
効
果
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

湖
東
三
山
館
あ
い
し
ょ
う
は
、

毎
年
11
万
人
以
上
の
来
場
者
が
あ

る
。
広
域
観
光
情
報
の
発
信
や
、

物
品
の
販
売
に
一
定
効
果
が
あ

り
、
観
光
振
興
に
寄
与
し
た
も
の

と
考
え
て
い
る
。

①
情
報
発
信
が
受
身
状
態

②
販
売
取
扱
商
品
数
が
少
な
い

③
来
場
者
ニ
ー
ズ
把
握
の
必
要
性

④
施
設
の
認
知
度
向
上

⑤
駐
車
場
の
出
入
り
口

⑥
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
以
外
の
集
客

　

以
上
の
よ
う
な
課
題
克
服
に
向

け
、
今
後
１
年
間
で
現
状
の
実
績

を
分
析
、
デ
ー
タ
解
析
、
運
営
手

法
の
見
直
し
等
施
設
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
、
効
果
的
な

展
開
を
図
っ
て
い
く
。

　

町
内
東
部
地
域
に
は
、
宿
泊
施

設
が
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
事
業

性
・
採
算
性
を
含
め
、
そ
の
設
置

は
民
間
事
業
者
の
経
営
判
断
の
範

　

愛
荘
町
の
豊
富
な
歴
史
文
化
や

自
然
環
境
、
田
園
、
伝
統
工
芸
品

や
特
産
物
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

そ
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
、「
愛

着
」
と「
誇
り
」、「
一
体
感
の
醸

成
」
を
図
り
、
新
た
な
ま
ち
の
活

力
の
創
出
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の

切
り
口
だ
け
で
な
く
、
発
信
の
あ

り
方
、タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
調
査
な
ど
、

感
度
・
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
、
調

査
研
究
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

　

湖
東
三
山
Ｓ
Ｉ
Ｃ
は
、
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と
し
て
、

国
か
ら
連
結
許
可
を
い
た
だ
い
た

も
の
で
あ
る
。
本
格
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
へ
の
移
行
に
は
、
補
助

金
返
還
も
考
え
ら
れ
、
ま
た
用
地

費
や
人
員
配
置
な
ど
の
関
連
費

用
、
高
速
道
路
会
社
の
採
算
性
な

ど
の
課
題
も
多
い
こ
と
か
ら
、
困

難
と
考
え
る
。

（
農
林
商
工
課
長
）

（
農
林
商
工
課
長
）

（
農
林
商
工
課
長
）

（
町
長
）

（
農
林
商
工
課
長
）

問問

問問

問

答

答答

答

答

湖
東
三
山
Ｓ
Ｉ
Ｃ・

　

湖
東
三
山
館

あ
い
し
ょ
う
に
つ
い
て 

吉岡　ゑミ子 議員
今後の課題と展望はQ

湖東三山館
　あいしょう

来年度１年間で詳細な分析を行うA

疇
に
属
す
る
も
の
と
考
え
る
。

観
光
客
誘
致
に
関
し
て
は
、

'20
年　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

　
　
　

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

'21
年　

関
西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー

　
　
　

ズ
ゲ
ー
ム
ズ

'24
年　

滋
賀
国
体

'25
年　

大
阪
万
博

な
ど
、
国
内
外
の
観
光
客
を
本
町

に
誘
致
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
数
多
く

あ
る
。
ま
ち
の
魅
力
を
町
内
外
に

効
果
的
に
発
信
し
、
交
流
人
口
の

獲
得
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
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来年度からの新 1年生の
　黄色帽子の費用

ＳＩＣから国道３０７号に出るＴ字路の看板

小
学
生
が
通
学
時
に
か
ぶ

る
黄
色
帽
子
は
、
今
年
度

ま
で
は
市
町
村
交
通
災
害
共
済
か

ら
支
給
さ
れ
保
護
者
負
担
は
な
か

っ
た
が
、
共
済
は
今
年
度
で
廃
止

に
な
る
。
来
年
度
か
ら
の
小
学
校

新
１
年
生
の
黄
色
帽
子
の
費
用
を

町
負
担
し
て
、
保
護
者
負
担
を
増

や
さ
な
い
こ
と
を
求
め
る
。

非
核
・
平
和
都
市
宣
言
の

ま
ち
で
あ
る
愛
荘
町
の
首

長
と
し
て
町
長
が
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国

際
署
名
に
署
名
す
る
こ
と
を
求
め

る
。

今
年
の
３
月
議
会
で
、「
東

出
地
先
に
お
け
る
振
動
」

に
つ
い
て
取
り
上
げ
、「
町
に
お

い
て
舗
装
と
下
水
道
の
マ
ン
ホ
ー

ル
の
段
差
を
解
消
す
る
た
め
、
部

分
的
な
補
修
で
対
応
す
る
」
と
い

う
答
弁
。
ま
た
「
湖
東
三
山
Ｓ
Ｉ

Ｃ
か
ら
国
道
３
０
７
号
に
出
る
Ｔ

字
路
に
町
道
名
神
国
八
線
に
誘
導

す
る
看
板
の
設
置
」に
つ
い
て
は
、

「
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
の
答

弁
。
そ
の
後
の
経
過
は
ど
う
な
の

か
。

町
は
、「
来
年
度
中
に
『
学

童
保
育
の
運
営
の
あ
り

方
』
の
方
向
性
を
出
す
」
た
め
に
、

保
護
者
会
と
の
協
議
を
進
め
て
い

る
。
現
在
、
町
の
５
学
童
保
育
所

は
保
護
者
会
運
営
で
あ
る
が
、
保

護
者
が
働
き
な
が
ら
運
営
す
る
事

に
は
無
理
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ

の
問
題
解
決
の
た
め
、
近
隣
で
い

く
つ
か
の
学
童
保
育
所
が
集
ま
っ

て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
立
ち
上
げ
て
い

る
所
が
あ
る
。
私
は
先
日
、
東
近

江
市
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
近
江
学

童
保
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
日
野

町
の
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
の
学
童
保

育
」に
伺
い
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
は
、

煩
雑
な
事
務
や
人
事
関
係
を
事
務

　

町
が
負
担
す
る
方
向
で
現
在
調

整
し
て
い
る
。

　

す
で
に
愛
荘
町
と
し
て
前
町
長

が
署
名
し
て
い
る
た
め
、
考
え
て

い
な
い
。

　

11
月
に「
マ
ン
ホ
ー
ル
と
舗
装

の
段
差
解
消
対
策
」
の
補
修
工
事

を
し
た
。

　

県
道
松
尾
寺
豊
郷
線
を
大
型
車

両
な
ど
の
通
行
を
回
避
す
る
よ

う
、
誘
導
看
板
の
設
置
が
必
要
と

考
え
る
。「
整
備
中
の『
Ｓ
Ｉ
Ｃ
か

ら
国
道
８
号
に
通
ず
る
ア
ク
セ
ス

道
路
』
が
供
用
開
始
後
に
誘
導
看

板
の
設
置
箇
所
や
表
記
内
容
に
つ

い
て
検
討
す
る
」
と
い
う
回
答
を

県
か
ら
得
て
い
る
。

　

保
護
者
会
の
代
表
に
よ
る「
代

表
者
会
議
」
を
６
回
開
催
し
、
平

成
32
年
以
降
の
学
童
保
育
所
の
運

営
に
つ
い
て
、
保
護
者
が
関
わ
っ

て
の
運
営
は
非
常
に
難
し
い
と
の

意
見
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
意
見
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
他
市
町
の
状
況
に
つ
い
て
も

情
報
収
集
し
て
、
よ
り
最
善
の
方

法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
町
長
）

（
町
長
）

（
建
設
・
下
水
道
課
長
）

（
子
ど
も
支
援
課
長
）

問問

問

問

答答

答

答

保
護
者
負
担
を増

や
さ
な
い

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

学
童
保
育

県
道
松
尾
寺
豊
郷
線

瀧　すみ江 議員

町負担にして「保護者負担を
　増やさないこと」を求める

Q

町が負担する方向で現在調整しているA

所
に
任
せ
て
保
護
者
の
負
担
軽
減

し
な
が
ら
、
保
護
者
の
意
見
を
反

映
で
き
る
」
と
い
う
理
想
的
な
形

だ
と
感
じ
た
。

　

学
童
保
育
所
が
集
ま
っ
て
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
化
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
行
政
と
し
て
視
察
・
研
究
な

ど
を
行
い
、
最
良
の
結
論
が
出
る

様
に
協
議
を
進
め
て
い
く
事
を
求

め
る
。


